
巡検報 告

下 北 半 島 (式 教 官)

昭和40年8月25日～28日 4年

本州の最北端に位置する下北半島はそ¢地理的位置や社会的要因によD, 日本の後進地域又は辺

襲地域として 各方面から調査対象地域に選ばれ最近では 〝ォシラサン〝 という祭紀集田に関して

もマスコ号でとb上げられている｡

私達がこの地域の巡検を行在ったのは昨年の8月25日 - 26日の4日間であった｡4日間の

調査期間では地域の辺鍵的性格について明確には把達 しえ夜かった杓 各部落が時の流れと共に各

各の方向に動きつつある事を知る事ができ, 興味琴いことであった｡

下北半島には四国香川県と同 じ位の広さをもつ東通村という独立椴舵をもった村落共同体が現在

も残っている｡その中には更搾部落が29あD,その各々の部落が参せb結合関路をもたず独自の

機舵をもち 地域性を形成している｡

東通村全体から産業鱒鴎 ^口比をみると,廃業 80%,漁業50%,林業 10%という数字を

示す和 漁菜の示すこの数字はここ数年大きく変 ったものとみられる0

私達が調査した晃亀 尻鶏 猿ケ森の部落では かっては 臨海村として同じ様な機能を持ってい

たo然 L, にしん漁場の衰遇 的ケ岳噴火によbコンプがとれな(なった亀 又防衛亨が試射場を

壌鼓した為に漁場が破壊された車等の原因によD, 明らかに違った方向-と.移行しつつある｡

･尻労では男子の過剰労働力を出稼ぎという消極的態寮で解消L}'女 子供が自給程度の盛業を行
在っている｡猿ケ森では凍ケ森納崖が破壊盲れた為 細魚の方向へ向かいっつある｡但し 尻畠の

みは,漁業を上述した点は定職 次鞄 享男という家族労助力の供給をう均 更把高度Cj方向-と

進みつつある｡一漁韓の比がb:4であったのが8:2という比率に変D, 漁村としての機舵を強化

している｡

以上の様に三部落のみでは説明 も不充分ではあるが',時の締れと共に,今迄の地域性を更に強化

している畜喝 達.,た方向つと移少つつある部落 (この場合樺数的に)又逆に現在の放能を樹壊し

つつある轟緒 と,準白の方向を決定しつつ参る｡ この様を事は決 して下北半島のみでみられる事実

ではないかもしれないO (4学年 畑 野)
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